







れている。文部科学省(2008，2009，2010）によると，小学校 6 年生と中学校 1 年生を比較した場合，







影響を報告している。特に米国においては，Wigfield，Eccles，Iver， Reuman，& Midgeley (1991) は












































本研究における調査対象の学校は全て X 県 Y 市立の比較的都市郊外に位置し住宅地の多い地域にある公
立学校である。A 小学校と B 小学校は校区が隣接しており，私立中学へ進学する児童と，他地区へ転居
する児童をのぞく全員が C 中学校へ進学する。また，C 中学校へ進学する小学校はこの 2 校のみである。
各校の具体的な規模は以下の通りである。A小学校は全校児童約380名で全14学級（6年生は2クラス），
B 小学校は全校児童約 580 名で全 17 学級（6 年生は 3 クラス）であった。また C 中学校は全校生徒約
480 名で全 17 学級（1 年生は 5 クラス）であった。C 中学校への移行に関連する特徴的な取り組みとし
ては，小学校から中学校に見学へ出かけること（約 100 分）と，中学校の教師が小学校に出向き授業を








本研究では X 県 Y 市内の 2 小学校の 6 年生 165 名（男子 95 名，女子 70 名）が研究協力者として本研究
に参加した。研究協力者の内訳は，A小学校は 2クラス 57 名（男子 35 名，女子 22 名），B小学校は 3 ク
















い」を 3 点，「どちらかといえばあてはまる」を 4 点，「あてはまる」を 5 点として得点化し，尺度の因
子構造を明らかするために，15 項目について主因子法による因子分析を行った。因子負荷量，因子の解
釈の可能性から 2 因子構造が妥当であると考えられ，そこで再度 2 因子を仮定して最尤法－プロマック


























本尺度の第 1 因子には，策定時に過去と予想された 2 項目と現在と予想された 5 項目全てが含まれてい
た。過去と現在が混在していることについて，小学 6 年生にとって過去と現在の明確な区分がどこまで
できているのかということが疑問として残る。しかし，因子全体としては過去や現在を否定的に受け止
めていることを示すものであると判断できる。また，第 2 因子には，策定時に過去と予想された 3 項目














14不満なことがたくさんある  * .73 .13 現在
2毎日がなんとなく過ぎていくように感じる  * .55 .16 現在
11今の自分は本当の自分ではない気がする  * .54 .03 現在
3過去のことはあまり思い出したくない  * .52 .00 過去
5毎日が同じことのくりかえしでたいくつだ  * .50 -.20 現在
15もう一度小さいころにもどってやり直したい  * .50 .16 過去
第2因子　「肯定的過去受容と未来展望」　　α=.69
9これまでに楽しい思い出がたくさんある .05 .64 過去
6これまでの生活は楽しかった -.18 .60 過去
8毎日が楽しい -.27 .58 現在
7大きくなったらやってみたいことがある .20 .50 未来
1大きくなってから何になりたいか決めている .21 .50 未来
12昔の思い出が大切だと思う .08 .47 過去
初期の固有値 27.97 15.18
因子間相関 第1因子 第2因子
第1因子 － .50
第2因子 －
*  逆転項目
Table1　時間的展望尺度の因子分析結果（最尤法-プロマックス回転）　　α=.73
